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基底のおさらいと補足

ベクトル空間 V , B = [v1; v2; : : : ; vm] ȷ V が V の基底
, V =hv1; v2; : : : ; vmi かつ v1; v2; : : : ; vm 1 次独立.

注 系 B に対して上を「V = hBi ; B は 1 次独立」と略記する.

注 形式的行ベクトル (v1 v2 : : : vm) も B で表す: v = Bx, x 2 Km と書ける.

注 基底かどうかは順序に無関係. ただし, 順序の異なる ‘系’ は基底として異なる.

注 B が V の基底 , V の任意のベクトル v に対し,
v = Bx; x 2 Rm となる x がただ一つ存在.
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簡単な例

例 V = R3 の基底の例: [
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A] (標準基底)

例 V = P2(R) の基底の例: [1; x; x2] がとれる
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例 W =ff(x) 2 P2(R)jf(0) = 0gȷP2(R) の基底の例: [x; x2]

線形 5.3.02



n 個で生成される n+ 1 個のベクトル (n = 1; 2)

・a1; a2 2 hui ) a1; a2 は 1 次従属.

・a1; a2; a3 2 hu; vi ) a1; a2; a3 は 1 次従属.
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n 個で生成される n+ 1 個のベクトル

補題
n 個のベクトルの 1 次結合で表される n+1 個のベクトルは
1 次従属. i.e. a1; a2; : : : ; an+1 2 hv1; v2; : : : ; vni
) a1; a2; : : : ; an+1 は 1 次従属

Q. 3 個のベクトルの 1 次結合で書ける 4 個のベクトルは 1 次従属で
あることを証明せよ.
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基底に含まれるベクトルの数

命題
ベクトル空間 V の基底となるベクトルの数は一定
i.e. v1; : : : ; vm と w1; : : : ; wn : V の基底) m = n

(証明) まず, v1; : : : ; vm 2 hw1; : : : ; wni である.
m > n とすると, 「補題」より, v1; : : : ; vm は 1 次従属となり, 基底
v1; : : : ; vm は 1 次独立であることに反する. ∴ m ≦ n
同様に m < n ) 矛盾 ∴ n ≦ m

∴ m = n
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次元の定義

定義
基底となるベクトルの組の個数は一定で, その個数を次元という. ベク
トル空間の次元を dim V で表す.

次回: 「生成される部分空間の基底」
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